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＜令和６年６月１日現在＞

○人口 ７８，１９９人

○６５歳以上人口２５，８１３人

（高齢率３３．０１％）

○障害者手帳交付者 ３，８３８人

（身体）2,320人（療育）717人（精神）833人

○将来人口及び将来高齢化率

 ２０３０年（令和１２） 人口６９，１６５人

 ６５歳以上人口（２４，７２３人（高齢化率３５．７％）

（彩の国統計情報館）

行田市の概況



高齢化率

令和６年 令和５年 令和６年 令和５年 令和６年 令和５年

須加 1,423 1,446 656 645 46.1% 44.6% 高い

北河原 869 883 385 393 44.3% 44.5%

星宮 1,472 1,483 603 597 41.0% 40.3%

荒木 2,927 2,980 1,180 1,190 40.3% 39.9%

行田 1,451 1,441 549 532 37.8% 36.9%

南河原 3,303 3,373 1,166 1,171 35.3% 34.7%

太田 6,811 6,876 2,382 2,387 35.0% 34.7%

下忍 1,779 1,806 617 606 34.7% 33.6%

忍 5,357 5,410 1,834 1,850 34.2% 34.2%

埼玉 4,813 4,844 1,603 1,628 33.3% 33.6%

星河 8,453 8,521 2,798 2,802 33.1% 32.9%

佐間 6,503 6,525 2,057 2,041 31.6% 31.3%

持田 13,055 13,461 4,120 4,233 31.6% 31.4%

太井 8,697 8,276 2,558 2,359 29.4% 28.5%

長野 11,286 11,245 3,305 3,274 29.3% 29.1% 低い

小計 78,199 78,570 25,813 25,708 33.0% 32.7%

＊令和５年、６年ともに６月１日時点の人口

　 高齢者福祉課より提供

地区名
人口 ６５歳以上人口 高齢化率



ささえあいミーティング

○目的１

•社会福祉協議会は、社会福祉法において地域福祉の推進組
織として位置づけられており、その使命・役割は「住民主
体」の原則を基に、地域の生活課題を発掘・共有化し、その
課題解決を住民と共にはかっていくことにあります。こうし
た中で、社会福祉協議会がその使命を果たすために必要な大
きな羅針盤ともいえるものが「地域福祉活動計画」の策定で
す。

•計画の策定は、「住民主体」で地域福祉を推進するための
根幹をなす極めて重要な取り組みであるといえ、計画策定を
通して住民の福祉活動を支援していくことが社会福祉協議会
の役割です。



ささえあいミーティング

○目的２

・平成27年度からは行田市の「行田市地域福祉計
画」と行田市社会福祉協議会の「行田市地域福祉活
動計画」を「行田市地域福祉推進計画」として一体
的に策定をしております。

・「地域福祉推進計画」は、住民の住み慣れた地域での生活
ニーズ、福祉課題を基本として策定されるものです。“ニーズ
把握” と言えばアンケート調査が一般的だと思われがちです
が、それだけでは援助を必要としている住民・当事者の生活
ニーズ、福祉課題は見えてきません。そこでニーズ把握の手
法をその地域の実情に合わせて行い、地域の福祉課題を発
見・共有することを目的として「ささえあいミーティング」
を開催いたします。



地域福祉計画

行 田 市 社会福祉協議会

地域福祉推進計画

地域福祉活動計画

地域住民の声



内 容

・「ささえあいミーティング」は、自由な意見を語ってもら
う場であり、同じ地区に暮らす住民同士が地域の将来像や
夢を語り合い、地域の生活ニーズ・福祉課題に気づき、共
有を図る場となります。

・そして、住民が抱く福祉課題やニーズを引き出し、出さ
れた意見が「個別のものなのか」、「普遍性をもつものな
のか」、「地域性をもつものなのか」、「すぐに対応が可
能なのか」、「十分な検討が必要なのか」、あるいは、行
政、社会福祉協議会・ボランティア、地域（地区）など、
「誰を主体にして対応していくのか」など、多様な視点で
整理・分析し、地域の課題解決に向けた手立てや方向性を
考える材料となります。



ささえあいミーティングの進め方

・参加者全員で考え、意見を出し合い、一定の合意を作っていく。

・各自が付箋１枚につき、１つのことを書いていく。
・慣れてきたら、枚数を増やしていく。

①私たちの地域で必要なもの・
困っていること
【地域課題の共有】

③私たちの地域では、これならでき
るもの【共助】

②私たちは、これならできるこ
と【自助】

④ここを解決してもらいたい
【公助】

⑤地区の目標 【課題解決に向けた取り組み】



１

２

３

【忍地区】 自治会（ ）
地区の主な課題

・近所の人や地域の人とつながりを持たず、孤立している家庭がある。 

・高齢者が増える一方で、若者が自治会活動に消極的なため、地域活動が成り

立たない。

（祭ができない、役員の担い手がいない など） 

・隣近所だけでは、高齢者を支えられなくなっている。 

・ごみ出しや犬の糞のマナーが守られていない。 

・スーパーがなくなり買い物に困っている。

地域福祉推進計画（令和２年度）より

・近所との交流が少ない。 ・世代間の交流が少ない。

・買い物に行くのに不便を感じている。 ・緊急時にどうしたらよいかわから

ない。

行田市地域福祉・地域福祉活動に関する調査（令和5年度）より
【新規課題】

課題解決のために何ができるか？どんなことが必要か？

地区の目標の設定（取組みの方向性）

【共 助（互助）】

【自 助】

【公 助】



１地区の主な課題

・近所の人や地域の人とつながりを持たず、孤立している家庭がある。 
・高齢者が増える一方で、若者が自治会活動に消極的なため、地域活動が成り立たない。
（祭ができない、役員の担い手がいない など） 
・隣近所だけでは、高齢者を支えられなくなっている。 
・ごみ出しや犬の糞のマナーが守られていない。 
・スーパーがなくなり買い物に困っている。

地域福祉推進計画（令和２年度）より

・近所との交流が少ない。 ・世代間の交流が少ない。
・買い物に行くのに不便を感じている。 ・緊急時にどうしたらよいかわからない。

行田市地域福祉・地域福祉活動に関する調査（令和5年度）より

【新規課題】



【共 助（互助）】

【自 助】

【公 助】

２



【共 助（互助）】

【自 助】

【公 助】

２-1直ぐにできること

少し先にできること

もう少し経ってできること

項目Ｃ

項目Ｂ

項目Ｄ

項目Ａ

項目Ｅ



ありがとうございました
３

地区の目標の設定（取組みの方向性） 

 

 



まとめ

発
表

地区の主な課題

・近所の人や地域の人とつながりを持たず、孤立している家庭がある。 

・高齢者が増える一方で、若者が自治会活動に消極的なため、地域活動が成

り立たない。

（祭ができない、役員の担い手がいない など） 

・隣近所だけでは、高齢者を支えられなくなっている。 

・ごみ出しや犬の糞のマナーが守られていない。 

・スーパーがなくなり買い物に困っている。

地域福祉推進計画（令和２年度）より

・近所との交流が少ない。 ・世代間の交流が少ない。

・買い物に行くのに不便を感じている。 ・緊急時にどうしたらよいかわか

らない。

行田市地域福祉・地域福祉活動に関する調査（令和5年度）より
【新規課題】

課題解決のために何ができるか？どんなことが必要か？

地区の目標の設定（取組みの方向性）

【共 助（互助）】

【自 助】

【公 助】



ありがとうございました作業開始にあたりい

ありがとうございました：

簡単な自己紹介

地区・名前・役職など
い
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